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CY27410 設計のベスト プラクティスについて 

著者: Amitava Banerjee および Hiromu Takehara 

関連プロジェクト: なし 

関連製品ファミリ: CY27410 

関連アプリケーション ノート: AN94024、AN93892 
  

AAN94074 は組み込み先システムで最高性能を得るための CY27410 の基本的な設計ガイドラインを説明します。このベスト  

プラクティス ガイドは、CY27410に適用可能な他の設計、製造およびソフトウェア ガイドラインと共に使用する必要があります。 

 

はじめに 

CY27410は 4PLLのスペクトラム拡散クロック ジェネレーター

で、最大 700MHzの 1ps以下のジッタ性能を達成する 8つの

差動および 4つのシングルエンド クロック 出力を生成します。

本書では CY27410 のアーキテクチャ概要を説明し、組み込

み先のシステムで最高性能を得るための設計ガイドラインを説

明します。またサンプル クロッキング要件を満たすために

CY27410 を使用する方法を示すケーススタディも含まれてい

ます。 

 設定の一般規則 

CY27410 PLLの基本アーキテクチャを図 1に示します。本デ

バイスは倍率係数を使って PLL 出力ポートに合成された 

クロックを生成します。出力周波数を決定する基本式は次の 

とおりです。 

𝑓𝑂𝑈𝑇 = 𝑓𝑅𝐸𝐹 ×
(𝐷𝐼𝑉_𝑁)

(𝐷𝐼𝑉_𝑅) × (𝐷𝐼𝑉_𝑂)
 

 fREFは入力リファレンス周波数で、 

 DIV_R (DIV_R1およびDIV_R2) は入力リファレン 

ス周波数の分周係数です。これらの分周器はプリス

ケーラと呼ばれています。 

 DIV_NはフラクショナルN分周係数です。  

 DIV_O (DIV-O1、DIV-O2、DIV-O3、 DIV-O4) は出

力端子前の後分周の係数です。 

図 1. CY27410 PLL簡略化したアーキテクチャ ブロック図 
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PLL 動作の周波数範囲は 2.4GHz～3GHz です。入力クロック (fREF) はプリスケーラ (DIV_R1 または DIV_R2) によって分周され、

PLLの入力リファレンス クロックを生成します。DIV_Rカウンターのカウント値は 1～28です。後分周の係数 DIV_Oは 4～1020の偶

数です。制御ループは前の式に従って所望の fOUTに一致するように PLLを駆動します。  

http://www.cypress.com/
http://www.cypress.com/?rid=100192
http://www.cypress.com/?rID=99242


 
 

CY27410 設計のベストプラクティスについて 
 

 www.cypress.com 文書番号: 001-98156 Rev. ** 2 

設計ガイドライン 

2 個以上の PLL がアクティブになる高度な設計では、ジッタを

回避するために、PLL 間の周波数間隔が最小になるよう周波

数計画を立てる必要があります。これらの PLL 周波数は少な

くとも 50MHz の間隔を持つ必要があります。これに反する場

合、同じ周波数で動作する PLL ブロック間の干渉に起因する

クロストークが発生する可能性があります。  

入力リファレンス信号経路 (IN2N、IN2P、IN1N、IN1P ピンの

信号配線) の付近では、すべての出力を LVPECL、LVDS、

CML または HCSL などの差動信号規格とする必要があり 

ます。LVCMOS 規格とした場合、大きな電圧スイングが入力

リファレンス周波数信号にクロストークを発生させます。発生 

するクロストークは PLL の性能に影響し、出力クロックにノイ

ズが載ることがあります。  

OUT11、OUT12、OUT21、OUT22 出力 (図 2 でのオレンジ

色の信号ピン) は入力信号ライン (IN2N、IN2P、IN1N、IN1P) 

の近くにあるため、差動信号規格とすることが推奨されます。

これらのラインのいずれかがシングル エンド CMOS 規格とさ

れ、かつ 0V～3.3V の電圧スイングを持つ場合、隣接する差

動ラインにもジッタが発生する可能性があります。LVCMOS

規格の出力はこれら 入力リファレンス クロック ラインから離し

て配置することをお勧めします。 

図 2. 高周波入出力信号ラインを示す 

CY27410のピン配置図 
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CY27410 は全部で 4 つの I/O 電源電圧ドメインがあります。

こ れ ら は VDDIO_D1 (OUT11 ～ OUT14) 、 VDDIO_S1 

(OUT15 、 OUT16) 、 VDDIO_D2 (OUT21 ～ OUT24) 、

VDDIO_S2 (OUT25、OUT26) です。クロストークを低減し 

良いジッタ性能を得るために、特定の VDDIO ドメインの全出

力を 1 つの PLL から取り出すことが推奨されます。例えば

OUT11～OUT14出力を PLL1から、OUT15、OUT16出力を

PLL2 から、OUT21～OUT24 から PLL3 から、OUT25、

OUT26を PLL4から取り出します。  

図 2 に CY27410 のピン配置図および高周波入出力ラインを

示します。入力と出力ライン間のクロストークは PLL ジッタの

大きな要因の 1 つです。このクロストークは IC 内部の配線か

ら生じ変更ができません。システム レベルでは、プリント基板

レイアウトは入力と出力ライン間のシールドに特別の注意を払

う必要があります。  

この他、すべての電源ピンをコンデンサでデカップリングし、 

フェライト ビーズをできる限り電源ピンの近くに配置する必要

があります。 

例: サイプレスのクロックで複数の周波数を発生 

する 

以下の例は次のサンプル クロッキング要件を満たすために

CY27410を使用する方法を説明するケーススタディです。 

1. 3 つの PCIe の第 2 世代のスペクトラム拡散  (SS)  

クロック  (それぞれ 100MHz の周波数、位相が整い

0.5%下方拡散をほどこす) 

2. 4つの異なるアプリケーション用の 5つの専用 LVCMOS

クロック: 

 ASIC用の 1つの 33.33MHz (0.5%下方拡散)  

クロック 

 イーサネット用の 1つの 25.00MHzクロック 

 モデム用の 1つの 24.576MHzクロック 

 CPU用の 1つの 20.00MHzクロック 

 ASIC用の 1つの 64.00MHz (0.5%中央拡散)  

クロック 

CY27410 を使ってこのシステムを設計する最初の仕事は周

波数の計画を立てることです。4個の PLL周波数の計画は以

下の方法で立てる必要があります。 
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1. 33.33MHz の SS と 100.00MHz の SS は関連性があり

ますが、64MHz の SS は関連性がありません。したがっ

て 33.33MHz、64MHz、100MHzクロックを生成するため

に 2個の PLLが必要になります。 

注: PLL 周波数の範囲が 2400MHz～3000MHz で、64

と 100 の最小公倍数が 1600 のため、両方のクロック出

力を生成できるように特定の PLLの周波数を設定する解

決法はありません。そのため 64MHz と 100MHz クロック

は「関係性がない」とされます。 

2. 24.576MHz が他のクロックと関係性がないため、ユー 

ザーは 24.576MHzクロックをリファレンス入力として選択

するか、このクロックを 1 個の PLL から生成する必要が

あります。 

3. 20.00MHz と 25.00MHzのクロックは 1個の PLLから生

成することができます。 

4. ASIC用に 1つの 64.00MHz (0.5%中央拡散) クロックが

あります。  

そのため PLLを次のように割り当てます。  

1. 24.576MHzをリファレンス クロックとして使用します。 

2. 4つのスペクトラム拡散クロック (3つが 100MHz PCIeク

ロックで、1つが 33.33MHz ASICクロック) を PLL1から

生成できます。 

3. 1 つの 25MHz イーサネット クロックと 1 つの 20MHz 

CPUクロックを PLL2から生成できます。 

4. 24.576MHzモデム クロックを PLL3から生成できます。 

5. 64.00MHz (0.5%中央拡散) クロックを PLL4から生成で

きます。 

結論 

本書では、CY27410 で最高性能を得るための設計上の推奨

事項を説明しました。本書で説明するガイドラインはシステム

設計者が適切な PLL 周波数および出力設定の計画を立てる

手助けになります。ただし標準的なプログラミング ガイドライン

に従ってすべての内部および出力パラメーターを設定すること

が常にできるわけではありません。それは、システム設計の複

雑さ、CY27410 にクロック供給されるインターフェース デバイ

スの数、動作周波数、出力バッファ標準、電圧の要件、ジッタ

仕様などに左右されます。  

設計者は CY27410 の設計コンフィギュレーションが最良か 

どうかを意識する必要があります。この基本知識で設計者は、

異なるアプリケーション間でトレードオフが生じる難易度の高い

システムの設計に取り組むことができます。  
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改訂履歴 

文書名: CY27410設計のベスト プラクティスについて – AN94074 

文書番号: 001-98156 

版 ECN 改版者 発行日 変更内容 

** 4837670 HZEN 07/17/2015 これは英語版 001-94074 Rev. **を翻訳した日本語版 001-98156 Rev. **です。 
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